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平成 27 年 7 月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 26 年 9 月 9 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

 平成 27 年 7月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 8月１日～平成 27 年 7月 31 日）   

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

(平成 26 年 9 月 9日発表) 

百万円 

23,700 

百万円 

2,600 

百万円 

2,350 

百万円 

1,440 

円銭 

41.08 

今回修正予想（B） 18,200 2,150 1,900 1,280 36.34 

増減額（B-A） -5,500 -450 -450 -160 - 

増減率（%） -23.2 -17.3 -19.1 -11.1 - 

(ご参考)前期実績 

（平成 26 年 7月期） 
17,601 2,705 2,431 1,383 39.15 

 

 

●業績予想修正の理由 

当社は、今期の業績発表予想の作成に際しまして、メガソーラー事業における鹿児島下高隈メガソーラー施設の売

却を前提としておりました。 

しかし、建設地の鹿児島県における 2015 年の降水量は 2,500 ミリを超え、中でも 6月は 1,300 ミリを超える降水量

となり、工事の進捗が大幅に遅れているため、今期中における竣工は難しい状況となっております。 

このことから建設途中の施設売却についての検討も行って参りましたが、建設途中における施設売却実施時の利益

は、竣工後の売却実施時の利益を下回る可能性が高いことから、当該施設の売却を今期から来期に変更することを決

定いたしました。 

以上のような状況を踏まえ、平成 26 年 9月 9 日に発表致しました通期の業績予想を上記の通り修正いたします。 

尚、下記の表にもございます通り、本メガソーラー施設売却を除く業績に関しましては、期初業績予想を達成出来

る見込みとなっております。 

 

 

 

 



 

 

 

 

記 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  

(平成 26 年 9 月 9日発表) 

百万円 

23,700 

百万円 

2,600 

百万円 

2,350 

百万円 

1,440 

鹿児島県下高隈市 

メガソーラー事業 
5,500 600 600 378 

上記を除く業績予想(A) 18,200 2,000 1,750 1,062 

今回修正予想 (B) 18,200 2,150 1,900 1,280 

増減額 (B-A) 0 150 150 218 

 

また、現状では経済産業省が定める FIT プログラム（再生可能エネルギーの固定価格買取制度）の適用を受けるた

めには、土地の権利の確定、設備工事の発注、および電力会社の連系承諾の取得という設備認定の条件を満たさなけ

ればならず、国内メガソーラー市場においてはこれらを満たす案件が少ない状態であり、本メガソーラー施設はその

中でも高収益が見込まれることによって需要が高く、来期における本メガソーラー施設の売却においては、当初予想

ベースでの利益確保の確実性が高いものと思われます。 

 

（当資料取り扱い上のご注意） 

本リリース記載の将来の業績見通しに関する事項については、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって記載されている内容と異なる結果となる可能性が

あります。 

以 上 


